
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
六
月
（
新
暦
八
月
）
に
長
崎
に
入
港
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船
は
、
ゞ
〈
タ
ビ
ァ
経
由
の
牛
痘
苗
（
痘
痂
）
を
輸
入
し
て
き
た
。

こ
の
痘
痂
を
用
い
て
モ
ー
ニ
ッ
ケ
は
、
楢
林
宗
建
の
連
れ
て
来
た
三
人
の
子
に
牛
痘
を
接
種
し
、
こ
れ
が
痘
庖
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
接

（
四
）

種
の
日
を
『
長
崎
洋
学
史
』
は
「
六
月
下
旬
（
六
月
二
十
六
日
な
ら
ん
）
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
成
功
の
報
は
、
牛
種
痘
の
計
画
を
し
た
佐
賀
藩

主
、
鍋
島
直
正
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
八
月
八
日
藩
医
の
子
三
人
に
種
痘
が
行
わ
れ
、
八
月
二
十
二
日
に
は
藩
主
直
正
の
子
に
種
痘
が
な
さ

（
五
）

れ
た
。
そ
し
て
同
年
九
月
二
十
二
日
、
直
正
は
参
勤
の
た
め
「
佐
賀
を
発
し
途
中
京
都
に
て
大
槻
俊
斎
へ
分
苗
し
、
同
月
二
十
九
日
江
戸
に
着

き
、
直
に
伊
東
玄
朴
、
大
石
良
英
等
に
命
じ
て
貢
姫
に
種
痘
せ
し
め
た
」
と
あ
る
（
『
日
本
疫
史
及
防
疫
史
』
）
。
た
だ
当
時
の
大
槻
俊
斎
へ
の

（
一
ハ
）

分
苗
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
直
正
の
江
戸
参
府
は
十
月
で
、
十
一
月
十
一
日
に
江
戸
到
着
後
、
藩
医
伊
東
玄
朴
に
命
じ
て
そ
の
長
女
貢
姫
に

（
七
）

接
種
し
た
の
が
江
戸
で
の
牛
種
痘
の
始
り
と
さ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
先
、
九
月
二
十
二
日
に
長
崎
通
詞
の
頴
川
四
郎
八
は
京
都
の
日
野
鼎
哉
に
痘

し
て
い
る
。
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に

（
一
二
）

種
痘
を
し
て
い
る
が
効
験
は
な
か
っ
た
。

我
が
国
に
牛
痘
の
痘
苗
が
移
入
さ
れ
た
の
は
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
の
こ
と
で
、
蘭
館
医
テ
ュ
ー
リ
ン
フ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
失
敗

（
一
）
（
一
一
）

し
、
同
年
同
じ
く
閲
館
医
シ
ー
ポ
ル
ト
に
よ
っ
て
接
種
さ
れ
た
が
発
痘
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
年
に
牛
種
痘
の
創
始
者
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
没

し
て
い
る
。
天
保
十
年
（
一
八
一
二
九
）
に
蘭
館
医
リ
シ
ュ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
取
寄
せ
た
牛
痘
液
で
、
楢
林
栄
建
（
宗
建
の
兄
）
が

因
伯
に
お
け
る
牛
痘
接
種
の
初
め

和
曜
讓
驚
竺
距
蓄
騨
平
成
三
年
四
月
二
十
五
日
受
付

森

納
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（
八
）
（
七
）

苗
を
送
付
し
、
京
都
到
着
は
九
月
十
六
日
で
、
九
月
二
十
二
日
に
数
児
に
接
種
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
十
月
に
は
楢
林
宗
建
は
『
牛
痘
小
考
』

を
著
わ
し
、
門
人
並
び
に
諸
地
方
の
医
師
な
ど
に
配
布
し
て
牛
痘
接
種
の
普
及
を
は
か
っ
た
。
そ
れ
以
降
北
九
州
を
中
心
と
し
て
各
地
で
公

的
、
私
的
に
牛
痘
接
種
が
拡
っ
て
い
っ
た
。

十
月
十
六
日
に
京
都
に
除
痘
館
が
設
け
ら
れ
、
越
前
藩
医
笠
原
良
策
に
よ
っ
て
福
井
に
痘
苗
が
持
帰
ら
れ
た
の
が
十
一
月
二
十
五
日
と
い
わ

（
九
）

れ
る
。
ま
た
大
坂
で
は
緒
方
洪
庵
は
日
野
葛
民
ら
と
と
も
に
十
一
月
七
日
に
、
京
都
の
除
痘
館
か
ら
分
苗
さ
れ
た
痘
苗
で
、
八
児
に
接
種
し
、

（
七
）
（
八
×
一
○
）

古
手
町
に
除
痘
館
を
設
立
し
た
。
こ
の
大
坂
の
除
痘
館
は
そ
の
後
西
日
本
の
牛
痘
接
種
の
根
拠
地
と
な
っ
て
活
躍
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

長
崎
で
の
牛
種
痘
の
成
功
か
ら
四
ヵ
月
を
経
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
の
間
、
痘
苗
は
各
地
で
接
種
さ
れ
、
植
継

ぎ
が
な
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

山
陰
地
方
で
も
、
そ
の
嘉
永
二
年
の
う
ち
に
痘
苗
が
移
入
さ
れ
、
石
見
国
高
角
村
、
因
幡
国
山
根
村
で
牛
痘
接
種
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は

（
一
一
）
（
一
一
一
）

既
に
報
告
し
た
。
因
幡
で
は
嘉
永
二
年
、
江
戸
で
箕
作
玩
甫
の
門
下
に
あ
っ
た
原
田
帯
霞
、
謙
堂
兄
弟
が
、
そ
の
師
の
教
導
に
よ
っ
て
津
山
の

野
上
玄
伯
（
玄
博
）
の
許
に
も
た
ら
さ
れ
た
長
崎
由
来
の
痘
苗
を
得
て
、
自
分
た
ち
の
郷
里
で
あ
る
気
多
郡
山
根
村
（
青
谷
町
）
の
地
で
、
牛
種

（
一
三
）
（
一
四
×
一
五
）

痘
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
既
に
郷
土
史
料
と
し
て
県
内
で
は
通
説
と
さ
れ
て
い
る
。（

一
一
ハ
）

こ
の
た
び
、
浅
井
允
昌
氏
は
「
山
田
金
江
、
松
本
元
泰
の
因
伯
種
痘
伝
播
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
因
幡
、
伯
耆
へ
の
牛
種
痘
導
入
の
経
過

を
大
坂
除
痘
館
の
分
苗
を
中
心
と
し
て
報
告
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
嘉
永
三
年
二
月
の
山
田
金
江
、
松
本
元
泰
に
よ
る
牛
痘
接
種
が
最
初
で

（
一
七
）

あ
ろ
う
と
し
、
原
田
帯
霞
、
謙
堂
に
よ
る
因
伯
種
痘
濫
膓
説
は
誤
解
に
よ
る
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
論
説
は
、
松
本
元
泰
著
『
蚫
瘡
間

（
一
八
）
（
一
九
）
（
二
○
）

答
』
、
岡
嶋
正
義
著
の
『
因
伯
歴
年
大
雑
集
』
の
記
載
が
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
医
師
で
あ
る
が
、
か
な
り
独
断
的
な
私
見
の
強
い
種

痘
啓
蒙
害
で
あ
り
、
後
者
は
歴
史
家
で
あ
る
が
、
隠
居
し
て
鳥
取
郊
外
に
住
む
老
齢
の
元
藩
士
で
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
因
伯
全
体
の
状
況
を

把
握
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
因
伯
へ
の
牛
種
痘
が
嘉
永
二
年
に
導
入
さ
れ
た
の
か
、
同
三
年
で
あ
っ
た
の
か
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
解
明

の
た
め
当
時
の
牛
種
痘
導
入
の
状
況
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。
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㈲
、
嘉
永
二
年
に
原
田
帯
霞
謙
堂
の
種
痘
に
関
す
る
原
資
料
と
し
て
、
原
田
謙
堂
が
明
治
五
年
士
一
月
一
千
八
日
に
、
一
一
舌
鳥
取
県
参
事
宛

（
一
一
一
）

に
出
し
た
「
牛
痘
再
種
御
告
諭
願
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
四
年
に
大
学
の
東
校
の
種
痘
局
で
種
痘
医
の
免
許
を
受
け
る
法
改
正
が
あ
り
、
明

治
五
年
謙
堂
ら
は
受
講
し
た
。
当
時
長
崎
由
来
の
痘
苗
は
効
力
が
弱
り
、
そ
の
た
め
再
三
接
種
し
な
け
れ
ば
痘
瘡
に
罹
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し

か
し
種
痘
局
は
一
回
接
種
で
よ
い
と
す
る
の
に
対
し
、
謙
堂
は
再
一
二
接
種
し
な
け
れ
ば
効
果
が
な
い
と
し
て
、
試
験
官
、
大
野
松
斎
と
大
論

争
し
、
帰
国
後
に
鳥
取
県
で
は
再
一
二
接
種
す
る
こ
と
を
願
い
出
た
文
書
で
あ
る
。

（
マ
マ
）

「
私
儀
嘉
永
二
年
己
酉
亡
兄
原
田
帯
霞
ト
東
京
二
於
テ
笹
（
作
玄
甫
二
従
学
ノ
卿
、
種
痘
法
親
敷
伝
習
仕
、
因
伯
ニ
テ
ハ
此
術
ヲ
首
唱
ノ
際
、

医
俗
疑
惑
ノ
節
旧
藩
中
始
メ
テ
許
可
ヲ
蒙
リ
親
族
社
中
ノ
動
力
苗
続
ノ
為
ノ
山
野
ヲ
奔
走
御
管
内
足
跡
ノ
至
ラ
ザ
ル
殆
ソ
ド
其
地
ナ
ク
、
施
術

二
十
万
人
二
及
上
候
」
（
前
、
後
略
）
と
あ
る
。
ま
た
大
正
九
年
に
出
版
さ
れ
た
『
鳥
取
県
偉
人
伝
」
に
あ
る
「
原
田
謙
堂
翁
伝
」
を
引
用
す
る

、
』
」
、

（
↓
、
マ
）

「
嘉
永
元
年
九
月
、
主
人
荒
尾
氏
に
随
っ
て
江
戸
に
出
で
、
長
兄
帯
霞
と
共
に
箕
作
玄
甫
等
の
諸
先
生
に
就
き
て
医
を
学
ぶ
。
翌
二
年
兄
帯

霞
と
共
に
別
を
箕
作
先
生
に
告
ぐ
。
先
生
曰
く
、
卿
等
国
に
帰
る
我
三
一
口
以
て
暁
せ
ん
と
欲
す
。
他
に
非
ず
方
今
西
洋
文
明
の
諸
国
、
牛
痘
種

法
を
以
て
天
然
痘
の
災
厄
を
予
防
す
。
其
法
既
に
皇
国
に
伝
は
る
と
雌
、
未
だ
其
種
苗
を
得
ざ
る
を
憾
む
。
然
る
に
胆
川
鍋
鴫
侯
、
蘭
船
に
嘱

（
マ
マ
）

し
て
痘
苗
を
も
た
ら
し
来
ら
し
め
、
今
長
崎
港
に
於
て
播
種
す
。
日
な
ら
ず
吾
が
津
山
藩
野
上
玄
伯
之
を
得
く
し
。
予
先
。
つ
書
を
玄
伯
に
致

し
、
卿
等
が
乞
に
応
ぜ
ん
こ
と
を
謀
る
べ
し
と
。
翁
牛
痘
の
原
因
種
子
の
性
質
、
種
法
、
経
過
、
死
生
、
雌
易
等
を
問
ふ
。
先
生
翁
の
手
を

把
り
鱒
を
出
さ
し
め
教
へ
て
曰
く
、
種
痘
一
三
或
は
四
五
頚
に
過
ぎ
ず
し
て
他
に
一
点
を
出
さ
ず
。
難
な
く
、
死
な
く
、
遊
戯
の
中
に
経
過
し

て
毫
も
余
患
を
胎
す
こ
と
な
し
と
。
翁
事
の
頗
珍
奇
な
る
を
以
て
之
を
疑
ふ
。
曰
く
果
し
て
然
る
こ
と
を
得
る
や
否
や
と
。
先
生
襟
を
正
し
一

聿
目
を
出
し
て
曰
く
、
卿
が
学
ぶ
こ
と
を
浅
く
し
て
未
だ
差
に
達
せ
ず
猶
斯
術
を
疑
ひ
子
を
詞
る
か
、
西
洋
既
に
詳
説
す
る
も
の
あ
り
、
支
那
も

亦
之
に
倣
ふ
、
謹
ん
で
疑
団
を
解
く
べ
し
。
且
つ
藩
に
帰
り
て
速
に
施
術
し
、
無
数
の
生
霊
天
然
痘
の
惨
毒
に
罹
り
災
厄
死
亡
す
る
者
を
救
は

堂
、
其
績
徒
に
上
を
執
っ
て
沈
病
を
療
す
る
の
比
な
ら
ん
や
と
。
翁
等
之
を
見
れ
ば
乃
ち
独
逸
私
密
篤
の
牛
痘
新
法
及
び
支
那
嗅
門
邸
洪
川
の
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害
な
り
。
於
是
兄
弟
覚
へ
ず
席
を
退
き
、
感
泣
拝
謝
し
相
顕
桑
て
曰
く
、
吾
が
宗
族
素
よ
り
多
し
。
未
痘
の
児
数
十
、
之
に
よ
り
て
痘
魔
に
奪

ひ
去
ら
れ
ん
と
す
る
を
救
ふ
の
象
な
ら
ず
、
更
に
其
他
に
及
ぽ
す
を
得
ば
、
何
の
幸
か
之
に
如
ん
と
涙
を
揮
っ
て
去
る
。
蓋
し
先
生
、
翁
等
両

名
を
愛
し
、
別
を
惜
む
の
情
辞
色
に
現
は
る
。
後
藩
所
に
帰
っ
て
執
政
太
夫
荒
尾
千
葉
彦
氏
に
告
ぐ
。
太
夫
手
を
拍
っ
て
大
に
悦
び
、
後
斯
業

を
因
伯
二
州
に
行
ふ
に
方
り
、
佐
野
益
蔵
と
与
っ
て
大
に
力
あ
り
。

嘉
永
二
年
九
月
国
に
帰
り
、
其
兄
欽
哉
と
共
に
美
作
国
津
山
に
往
き
、
野
上
玄
伯
に
就
き
実
地
伝
習
す
る
こ
と
数
日
、
術
粗
々
通
ず
る
に
至

り
種
痘
児
二
人
を
伴
ひ
て
郷
里
に
帰
り
以
て
痘
苗
を
養
ひ
、
実
子
及
び
親
族
の
数
児
に
試
み
、
藩
に
乞
ふ
て
許
可
を
得
た
り
。
実
に
之
れ
因
伯

二
州
に
於
け
る
種
痘
の
濫
蛎
と
な
す
。
爾
来
子
弟
親
族
門
人
に
伝
習
せ
し
め
た
」
。

（
一
一
一
一
）

こ
こ
に
出
る
箕
作
玄
甫
は
箕
作
玩
甫
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時
医
師
名
と
し
て
玄
の
字
が
多
く
用
い
ら
れ
た
た
め
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
。
野
上

（
一
二
二
）

玄
伯
は
野
上
玄
博
で
あ
り
、
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
に
先
代
玄
養
の
死
去
の
跡
を
受
け
藩
に
出
仕
し
て
い
る
。
津
山
郷
土
博
物
館
資
料
に
よ

（
一
二
二
）

れ
ば
、
玄
博
は
鳥
取
藩
士
松
原
一
学
次
男
の
玄
達
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
原
田
帯
霞
兄
弟
の
師
と
す
る
箕
作
院
甫
は
宇
田
川
玄
真
に
学

（
二
四
）

び
、
ま
た
野
上
玄
養
も
玄
真
に
学
ん
で
い
て
、
そ
こ
に
師
弟
関
係
に
よ
る
結
び
付
き
が
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
鳥
取
藩
医
と
津
山
藩
医
は
稲
村
三

伯
と
玄
真
を
介
し
て
の
関
係
も
見
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
事
は
箕
作
玩
甫
も
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
野
上
玄
博
自
身
が
嘉
永
二
年
に
長

崎
に
出
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
（
五
十
七
歳
で
大
役
人
格
）
の
で
、
そ
の
門
人
か
、
多
分
そ
の
子
の
玄
瑞
、
玄
雄
か
、
或
い
は
津
山
藩
内
の

長
崎
遊
学
者
が
、
長
崎
の
痘
苗
を
得
る
手
筈
が
調
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
「
今
長
崎
港
に
於
て
播
種
す
。
日
な
ら
ず
吾
が
津
山
藩
野
上
玄

伯
之
を
得
く
し
、
予
先
づ
書
を
玄
伯
に
致
し
、
卿
等
が
乞
に
応
ぜ
ん
こ
と
を
謀
る
べ
し
」
と
あ
る
の
は
こ
の
事
を
示
し
て
お
り
、
と
て
も
半
年

後
の
大
坂
経
由
の
痘
苗
の
こ
と
と
は
思
え
な
い
。

（
二
五
）

そ
し
て
江
戸
藩
邸
に
居
た
藩
家
老
の
荒
尾
千
葉
之
助
の
了
解
を
得
た
の
は
、
こ
の
時
点
で
は
藩
内
最
初
だ
っ
た
と
い
え
る
。
帰
国
し
た
の
は

嘉
永
二
年
九
月
で
あ
る
こ
と
は
江
戸
御
供
の
惟
例
上
事
実
で
あ
っ
た
。
箕
作
玩
甫
も
藩
主
帰
国
の
御
供
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
九
月
十
一
日
で
、

十
月
二
十
三
日
に
津
山
に
着
い
て
い
る
の
で
、
兄
弟
が
玩
甫
に
手
紙
を
托
さ
れ
た
の
は
九
月
十
一
日
前
後
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
謙
堂
兄
弟
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が
因
幡
に
帰
国
後
直
ち
に
、
何
日
に
津
山
に
赴
い
た
か
ど
う
か
は
確
実
な
資
料
は
な
い
が
、
師
の
「
日
な
ら
ず
」
と
あ
り
、
師
の
玩
甫
の
手
紙

を
持
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
九
月
か
十
月
初
め
の
頃
と
考
え
て
よ
い
。
種
痘
児
二
人
を
郷
里
に
連
れ
帰
り
、
痘
苗
を
養
い
、
実
子
及
び
親

族
の
数
児
に
試
み
、
藩
に
乞
う
て
許
可
を
得
た
と
あ
る
が
、
謙
堂
が
帰
郷
最
初
に
試
み
た
の
は
長
男
の
妻
「
ゆ
ひ
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（
「
鳥
取

（
一
一
一
ハ
）

県
百
傑
伝
』
。
ま
た
協
力
者
と
し
て
名
の
挙
っ
て
い
る
佐
野
益
蔵
は
佐
野
増
蔵
で
あ
り
、
嘉
永
元
年
三
月
に
郡
奉
行
と
在
鉄
砲
改
め
役
と
植
物
方

を
兼
職
し
て
い
る
（
「
鳥
取
藩
史
』
巻
一
）
の
で
、
国
元
で
の
許
可
を
得
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ロ
、
一
方
嘉
永
三
年
に
因
伯
へ
の
牛
種
痘
導
入
を
最
初
と
す
る
の
は
、
全
て
大
坂
古
手
町
（
東
区
道
修
町
五
丁
目
）
に
、
緒
方
洪
庵
、
日
野
蔦
民

（
二
七
）
（
二
八
）
（
二
九
）

ら
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
除
痘
館
由
来
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
開
設
の
経
緯
に
つ
い
て
は
多
く
の
文
献
が
あ
る
の
で
省
略
す
る
。

長
崎
で
モ
ー
ニ
ッ
ケ
の
種
痘
が
成
功
し
て
、
そ
の
善
感
し
た
種
痘
児
の
痘
痂
が
京
都
の
日
野
鼎
哉
に
届
け
ら
れ
た
の
は
九
月
十
九
日
の
夜

で
、
鼎
哉
は
早
速
種
痘
を
行
っ
た
。
そ
し
て
京
都
新
町
通
り
三
条
に
除
痘
館
を
開
設
し
て
い
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
大
坂
の
緒
方
洪
庵
、
日
野
葛

民
が
、
大
坂
古
手
町
に
家
を
借
り
て
準
備
を
し
、
十
一
月
七
日
に
京
都
か
ら
分
苗
を
受
け
て
種
痘
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
除
痘
館
開
設
ま

民
が
、
大
坂
古
手
町
に
家
を
借

で
に
五
十
日
近
く
の
間
が
あ
っ

因
伯
へ
の
種
痘
導
入
の
大
坂
除
痘
館
の
記
録
は
、
『
他
所
分
苗
所
』
の
中
に
「
嘉
永
三
年
二
月
伯
耆
山
田
金
江
」
と
あ
り
、
『
諸
国
分
苗

（
二
八
）
（
三
○
）

所
』
に
「
因
伯
両
国
、
山
田
金
江
、
松
本
元
泰
」
と
あ
る
。
ま
た
除
痘
館
の
許
可
書
と
で
も
い
う
べ
き
分
苗
添
書
に
嘉
永
三
年
二
月
と
あ
る

（
一
八
）
（
二
○
）

こ
と
が
原
資
料
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
松
本
元
泰
の
『
蚫
瘡
問
答
』
、
岡
嶋
正
義
の
『
因
伯
歴
年
大
雑
集
』
に
嘉
永
三
年
の
記
載
が
あ

そ
の
分
苗
添
書
に
は
「
此
度
牛
種
痘
法
為
弘
因
伯
表
出
張
御
苦
労
存
候
、
兼
而
御
承
知
通
真
仮
鑑
定
之
口
訣
等
被
得
其
意
、
仁
術
之
本
意
を

守
り
疎
漏
無
之
様
可
被
心
得
候
以
上
、
大
坂
除
痘
館
印
、
嘉
永
三
年
庚
戌
二
月
、
日
野
蔦
民
、
緒
方
洪
庵
、
山
本
河
内
。
山
田
金
江
殿
」
と
あ

る
。
そ
し
て
嘉
永
三
年
三
月
、
松
本
元
泰
は
山
田
金
江
を
伴
っ
て
鳥
取
に
来
て
い
る
。
そ
し
て
恐
ら
く
鳥
取
で
の
藩
の
許
可
を
得
て
種
痘
を
し

る
0

た
。

エー
ノ、
’ー

C
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「
右
之
次
第
二
而
不
案
気
二
相
見
候
所
、
其
内
米
子
よ
り
招
待
を
う
け
候
て
四
月
十
九
日
松
本
玄
泰
〈
先
其
方
へ
趣
き
、
山
田
斗
り
残
居
候

得
共
、
是
も
五
月
七
日
伯
州
表
へ
発
足
す
、
然
る
所
後
二
て
天
然
痘
追
々
二
漫
り
候
所
、
種
痘
せ
し
小
児
共
あ
れ
ば
是
を
免
れ
候
様
子
二
て
、

頓
而
黒
白
相
現
れ
候
が
如
し
、
先
ノ
流
言
せ
し
者
共
辞
究
り
・
…
：
」

と
あ
っ
て
、
岡
嶋
正
義
が
種
痘
に
関
心
を
以
っ
て
情
況
を
桑
て
い
た
。

山
田
金
江
は
伯
耆
へ
向
っ
て
い
る
。

と
書
か
れ
、
鳥
取
で
の
種
痘
の
日
を
前
掲
文
で
は
三
月
四
日
と
あ
り
、
後
掲
文
で
は
三
月
廿
日
と
あ
っ
て
日
時
が
異
っ
て
い
る
。
し
か
し
三
月

四
日
に
宿
泊
し
、
三
月
廿
日
に
許
可
を
得
た
と
も
思
わ
れ
る
が
、
当
時
の
事
情
か
ら
三
月
四
日
に
知
己
近
縁
の
者
に
試
象
、
痘
苗
を
維
持
し
、

廿
日
の
許
可
を
得
て
一
般
庶
民
に
施
行
し
た
と
ゑ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
同
書
に
は
鳥
取
で
の
種
痘
の
苦
労
話
を
述
べ
、
流
言
浮
説
と
医

師
た
ち
の
悪
評
な
ど
に
耐
え
て
施
術
し
た
様
子
を
書
い
て
い
る
。
約
一
ヵ
月
で
の
鳥
取
の
種
痘
を
終
え
、
松
本
元
泰
（
文
中
に
は
玄
泰
と
あ
る
）
、

『
因
伯
歴
年
大
雑
集
』
の
嘉
永
三
年
三
月
の
条
に
、
「
三
月
四
日
、
当
春
よ
り
種
痘
卜
申
事
始
り
、
今
日
よ
り
大
工
町
久
美
屋
か
宅
よ
り
専
ら

此
事
を
始
む
。
医
は
清
水
八
十
右
衛
門
弟
松
本
玄
泰
と
申
者
、
久
敷
医
業
修
行
浪
華
へ
参
居
候
所
、
此
度
浪
華
表
へ
も
去
冬
よ
り
此
事
行
く

れ
、
山
田
金
江
と
申
蘭
学
医
を
伴
ひ
帰
り
、
種
痘
致
さ
せ
候
也
、
外
二
弟
子
二
人
あ
り
」
と
書
か
れ
、
そ
し
て
条
を
改
め
て
三
月
の
項
に
再
び

「
一
、
去
酉
の
冬
よ
り
大
坂
へ
は
種
痘
館
を
相
願
専
ら
二
行
れ
候
由
、
さ
れ
共
鳥
取
表
へ
は
絶
て
其
儀
聞
な
か
り
し
二
、
今
年
三
月
の
初
旬
、

去
年
迫
大
勘
定
相
勤
居
候
清
水
八
十
右
衛
門
弟
松
本
玄
泰
と
申
医
師
、
久
敷
浪
華
へ
寓
居
致
居
候
所
、
此
度
山
田
金
江
卜
申
蘭
法
医
師
並
各
ノ

門
人
一
人
つ
奥
を
伴
ひ
帰
り
、
最
初
八
上
郡
散
岐
村
へ
止
り
、
作
州
よ
り
携
へ
来
候
痘
苗
を
村
民
ノ
子
二
伝
へ
、
右
ノ
苗
を
以
鳥
取
一
一
来
し
な

り
、
ヶ
様
之
事
〈
是
迫
間
も
不
及
事
な
れ
雷
〈
蘭
家
土
佐
香
橘
へ
不
図
出
合
候
二
付
、
此
事
之
信
疑
を
糺
し
候
所
、
先
年
以
来
害
一
ス
見
候
共
、

其
種
舶
来
せ
さ
り
し
故
遺
憾
の
事
と
お
も
ひ
居
た
り
し
一
一
此
度
本
朝
一
一
発
リ
候
〈
誠
二
天
地
の
間
の
大
幸
な
り
と
被
申
候
一
一
付
、
始
而
ケ
様
之

事
も
有
之
も
の
や
と
思
ひ
致
り
し
候
也
。
三
月
廿
日
よ
り
上
魚
町
、
元
大
工
町
ノ
下
、
西
側
久
美
屋
甚
五
郎
卜
申
者
ノ
家
を
借
り
て
種
痘
を
始

し
む
、
日
ヲ
逐
て
行
れ
候
」
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松
本
元
泰
の
『
飽
瘡
問
答
』
に
も
「
我
楕
亦
今
春
三
月
因
伯
両
州
の
間
に
到
り
蒙
官
許
て
終
年
此
術
を
施
せ
し
」
と
あ
っ
て
、
三
月
に
種
痘

が
鳥
取
で
始
め
ら
れ
た
の
は
事
実
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
鳥
取
で
官
許
を
得
て
種
痘
を
始
め
る
以
前
に
、
鳥
取
近
郊
の
八
上
郡
散
岐

村
（
八
頭
郡
河
原
村
佐
貫
）
で
種
痘
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
散
岐
村
が
、
鳥
取
で
の
種
痘
以
前
に
何
故
施
行
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
明
ら

（
一
二
一
）

か
な
理
由
は
判
ら
な
い
。
た
だ
散
岐
村
の
隣
村
に
釜
ノ
ロ
村
が
あ
り
、
そ
こ
に
太
田
静
馬
と
い
う
蘭
方
医
が
い
る
の
で
、
松
本
元
泰
、
山
田
金

江
を
迎
え
た
と
み
ら
れ
る
。
後
記
す
る
岡
嶋
正
義
の
文
章
に
も
「
釜
ノ
ロ
ノ
者
近
郷
に
（
種
痘
に
）
出
候
由
」
と
あ
る
の
は
静
馬
の
こ
と
と
思

（
一
二
一
一
）

わ
れ
る
。
後
掲
文
に
あ
る
土
佐
香
橘
は
鳥
取
藩
の
蘭
方
医
で
あ
る
の
で
、
そ
の
頃
蘭
方
医
の
常
識
と
し
て
牛
種
痘
の
渡
来
、
種
痘
の
方
法
な
ど

の
知
識
は
藩
内
に
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
岡
嶋
正
義
の
記
述
は
更
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
自
然
痘
始
メ
ハ
田
ノ
嶋
の
方
よ
り
来
候
所
至
極
安
痘
二
て
、
景
福
寺
迪
の
間
ニ
ニ
人
ノ
外
死
亡
せ
ず
。
当
年
の
庖
疫
〈
常
と
は
異
二
し
て

同
方
に
趣
き
し
か
、
休
止
無
之
候
て
後
ニ
ハ
彼
是
怪
我
も
有
之
候
二
付
、
今
迫
安
痘
に
叩
打
熟
て
種
痘
を
せ
ざ
り
し
者
も
不
得
止
事
ゆ
ゑ
、
今

更
御
当
地
之
門
人
田
中
春
桃
を
頼
種
貰
候
所
、
何
れ
も
作
能
出
来
候
也
。
彼
医
〈
初
中
後
無
僻
怠
種
痘
場
へ
出
、
師
よ
り
正
伝
を
受
け
居
候
ゆ

へ
、
在
所
所
を
よ
り
も
諸
ま
れ
候
也
。
其
同
輩
ニ
岸
本
玄
宣
ト
云
あ
り
、
是
も
田
中
同
術
に
〈
向
候
得
共
、
兼
て
之
手
練
無
之
故
か
此
度
遠
慮

候
由
、
又
一
寸
覗
或
伝
聞
□
く
私
二
種
痘
し
輩
〈
、
太
田
養
気
を
魁
首
と
し
て
、
産
家
之
大
谷
周
庵
、
田
中
景
順
鉄
砲
洲
、
正
垣
玄
岱
、
中
村

鼎
斎
三
田
、
松
田
春
宵
米
子
荒
尾
、
里
田
某
、
其
外
二
〈
気
多
郡
山
根
村
ノ
神
主
原
田
某
も
鳥
取
へ
出
来
り
、
此
者
伯
州
分
種
痘
御
免
許
被
御
願

候
得
共
、
御
取
上
な
し
、
又
八
上
郡
釜
ノ
ロ
村
ノ
者
其
近
郷
二
出
候
由
、
又
大
工
町
二
而
謝
礼
〈
キ
マ
リ
な
け
れ
共
大
躰
〈
一
人
百
疋
、
末
二

至
て
〈
銀
一
両
也
ト
云
、
尤
大
家
へ
浪
華
の
医
館
を
建
候
よ
り
〈
余
慶
一
一
術
礼
せ
し
も
あ
り
。
此
種
痘
を
せ
し
員
数
〈
点
前
迫
二
も
十
一
一
九
二

不
至
、
世
上
不
信
用
な
る
も
の
而
已
也
。
期
に
年
契
り
因
翠
候
二
、
抱
疫
の
渡
来
り
し
最
初
〈
し
ら
ず
、
天
下
の
人
專
ら
此
毒
を
蒙
り
し
よ
り

一
千
十
余
年
二
及
く
り
、
上
世
ニ
ハ
本
朝
二
無
之
、
凶
悪
ノ
病
異
域
よ
り
渡
来
り
て
、
是
迪
億
千
万
の
弦
児
を
害
し
く
る
也
、
世
俗
は
是
を
萢

瘡
の
神
と
て
崇
敬
せ
る
も
論
と
云
つ
く
し
、
今
又
此
害
ヲ
退
る
種
痘
卜
云
も
の
渡
来
れ
る
之
〈
、
異
国
の
術
也
ト
卑
と
し
て
信
用
薄
く
、
却
て

自
然
痘
を
ま
つ
は
い
か
な
る
心
ぞ
や
、
そ
れ
よ
り
世
人
の
着
せ
る
調
茸
（
？
）
ノ
出
所
は
何
方
な
り
や
、
一
向
二
証
な
し
、
之
が
笠
祝
、
好
医
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と
欺
き
し
も
の
な
り
し
か
や
、
稀
代
ノ
珍
事
な
れ
ぱ
あ
ら
あ
ら
其
起
源
を
記
候
已
上
」

（
三
三
）
（
三
四
）

嘉
永
三
年
頃
松
本
元
泰
、
山
田
金
江
の
他
に
、
そ
の
門
弟
と
し
て
田
中
春
桃
、
岸
本
玄
宣
の
名
が
あ
り
、
「
私
二
種
痘
始
シ
輩
」
と
し
て
太

（
三
五
）
（
一
三
◇
（
三
七
）
（
三
八
）
（
三
九
）
（
四
○
）
（
四
一
）
（
四
一
）

田
養
気
、
大
谷
周
庵
、
田
中
景
順
、
正
垣
玄
岱
、
中
村
鼎
斎
、
松
田
春
宵
、
里
田
某
、
原
田
某
、
釜
ノ
ロ
村
の
者
な
ど
が
、
鳥
取
周
辺
の
種
痘

を
行
っ
て
い
た
者
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
人
は
松
木
元
泰
ら
と
、
同
時
進
行
か
、
追
従
し
て
種
痘
を
始
め
て
い
た
と
こ
の

文
章
か
ら
は
う
か
が
え
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
牛
種
痘
に
対
す
る
世
間
の
迷
妄
と
抵
抗
、
従
来
の
漢
方
医
の
反
感
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
医
師
が
努

（
マ
マ
）

力
し
て
種
痘
が
行
わ
れ
て
い
た
か
が
判
断
で
き
る
。
ま
た
松
本
元
泰
の
『
蚫
瘡
問
答
』
に
も
「
又
、
余
の
友
烏
府
田
中
春
洞
好
て
能
こ
の
術
に

長
し
普
く
世
上
へ
施
せ
し
が
、
藩
中
岡
嶋
某
深
く
仁
慮
を
以
て
春
洞
を
請
し
我
が
受
領
の
百
姓
に
命
じ
不
残
此
術
を
施
し
」
と
あ
っ
て
岡
嶋
正

義
の
給
地
八
上
郡
門
尾
村
の
住
民
に
も
種
痘
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
「
予
の
門
人
伯
耆
八
幡
村
近
藤
隼
太
其
近
村
に
遼
ら
れ
普
く
此
術
を
施
せ

（
四
三
）

し
か
」
と
あ
っ
て
、
伯
耆
で
の
門
人
に
近
藤
隼
太
と
い
う
医
師
を
養
成
し
た
も
の
の
よ
う
だ
。
伯
耆
で
は
米
子
周
辺
で
種
痘
が
行
わ
れ
、
『
米

（
四
四
）

子
市
史
』
に
は
こ
の
時
、
境
に
弟
子
二
人
を
行
か
せ
て
種
痘
さ
せ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
四
五
）
（
四
六
）

白
、
今
井
兼
文
、
景
山
大
徹
に
よ
る
種
痘
が
あ
る
。
『
鳥
取
県
郷
土
史
』
に
よ
る
と
、
「
或
る
日
、
和
蘭
医
の
門
尼
幾
が
長
崎
に
来
て
種
痘
法
を

伝
へ
る
と
聞
き
、
且
つ
其
の
著
は
す
所
の
引
痘
新
法
全
書
を
閲
し
大
に
覚
る
所
が
あ
っ
た
。
後
大
阪
に
行
き
友
人
今
井
兼
文
に
逢
ひ
、
門
尼
幾

よ
り
受
け
し
所
の
種
痘
法
を
学
ん
だ
。
そ
こ
で
嘉
永
一
二
年
藩
に
願
ひ
（
中
略
）
施
行
す
る
事
を
得
た
。
己
に
し
て
原
田
帯
霞
、
田
中
春
桃
の
二

人
も
亦
そ
の
法
を
学
び
、
大
徹
も
共
に
其
の
術
を
施
し
た
」
と
あ
り
、
大
徹
の
墓
碑
に
は
「
冒
世
議
就
美
作
国
医
某
伝
法
以
帰
実
嘉
永
三
年
也

是
種
痘
科
漸
遍
布
子
因
伯
二
州
之
間
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
美
作
の
医
師
よ
り
伝
え
ら
れ
た
と
あ
る
。
藩
士
書
上
（
蒲
士
家
譜
）
に
は
今
井
兼

文
は
嘉
永
六
年
に
「
芳
斎
儀
西
洋
医
術
心
懸
け
」
と
あ
り
種
痘
に
は
触
れ
て
な
く
、
景
山
大
徹
は
安
政
元
年
「
兼
て
種
痘
修
行
致
し
」
と
あ
っ

て
こ
の
二
人
の
嘉
永
三
年
の
頃
の
資
料
に
乏
し
い
。
た
だ
今
井
兼
文
が
長
崎
修
行
後
、
岡
山
に
帰
郷
の
あ
と
、
種
痘
法
の
始
っ
た
嘉
永
三
年
頃

に
大
坂
で
大
徹
と
逢
い
、
除
痘
館
と
恐
ら
く
接
触
が
あ
っ
た
事
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
機
に
米
子
地
方
に
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
嘉

永
六
年
に
鳥
取
川
端
町
に
三
ヵ
月
程
止
宿
し
て
い
る
（
扣
帳
）
が
、
恐
ら
く
大
徹
と
種
痘
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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『
こ
れ
は
右
の
「
原
田
謙
堂
翁
伝
」
に
記
さ
れ
た
嘉
永
二
年
九
月
国
に
帰
り
、
其
兄
欽
哉
と
共
に
美
作
国
津
山
に
行
き
」
と
い
う
部
分
を
連

続
さ
せ
て
捉
え
た
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
誤
解
で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
説
く
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
』
と
し
、
『
ま
た
岡
嶋
正
義

が
嘉
永
三
年
三
月
の
段
階
で
、
山
田
・
松
本
ら
の
種
痘
事
業
に
接
し
「
因
伯
歴
年
大
雑
集
」
の
中
で
、
「
ヶ
様
之
事
〈
是
迪
聞
も
不
及
事
」
と

記
述
し
て
い
る
こ
と
も
合
致
し
な
い
は
こ
び
と
な
る
』
と
書
き
、
「
常
識
的
に
は
彼
ら
（
註
・
原
田
兄
弟
の
こ
と
）
の
因
伯
に
お
け
る
種
痘
活
動

を
嘉
永
三
年
三
月
四
日
鳥
取
に
拠
点
を
設
け
、
三
月
廿
日
か
ら
具
体
的
に
展
開
さ
せ
た
と
す
る
。
山
田
・
松
本
ら
の
そ
れ
に
先
行
さ
せ
る
の
に

は
無
理
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
、
因
伯
で
の
最
初
の
牛
種
痘
を
、
山
田
、
松
本
の
導
入
と
し
て
い
る
。

浅
井
論
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
嘉
永
二
年
に
原
田
兄
弟
が
牛
種
痘
を
行
っ
た
と
い
う
資
料
は
前
記
し
た
以
外
に
は
確
実
な
資
料
は
な
い
。
し

二
三
）
（
一
四
）
（
一
五
×
四
七
）

か
し
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
鳥
取
県
内
資
料
の
多
く
は
原
田
帯
霞
、
謙
堂
が
牛
種
痘
を
最
初
に
試
み
た
人
で
あ
る
と
し
、
筆
者
も
情
況
判
断
よ

り
従
来
の
通
説
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
浅
井
論
文
に
反
論
す
る
形
に
な
る
が
、
や
む
を
得
ず
箇
条
書
的
に
解
説
し
て
承
る
。

①
浅
井
論
文
に
「
帯
霞
、
謙
堂
が
江
戸
か
ら
帰
郷
後
、
藩
所
に
帰
っ
て
執
政
太
夫
荒
尾
千
葉
彦
に
告
げ
」
た
と
あ
る
が
、
帰
郷
後
藩
家
老

に
報
告
し
た
と
解
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
、
当
時
荒
尾
千
葉
之
助
（
千
葉
彦
）
は
烏
取
藩
主
急
死
の
前
後
策
で
江
戸
に
お
り
、
原
田
兄
弟
は
嘉
永

と

②
原
田
謙
堂
が
鳥
取
県
に
提
出
し
た
「
牛
痘
再
種
御
告
諭
願
」
は
、
鳥
取
県
参
事
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
は
東
校
の
種
痘

（
四
七
）

局
へ
の
意
見
書
と
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
『
鳥
取
県
郷
土
史
』
『
原
田
謙
堂
墓
表
』
な
ど
に
も
あ
る
よ
う
に
、
明
治
四
年
の
東
校
種
痘
局

で
の
試
験
官
大
野
松
斎
と
の
論
争
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
文
中
に
「
医
俗
疑
惑
ノ
説
旧
藩
中
始
メ
テ
許
可
を
蒙
」
っ
た
と
す

る
点
に
つ
い
て
も
、
浅
井
氏
は
疑
問
な
点
は
多
い
と
し
、
「
こ
れ
は
後
の
付
会
と
し
て
解
」
し
て
い
る
。
嘉
永
二
年
九
月
江
戸
で
藩
家
老
の
許

二
年
九
月
に
帰
途
に
つ
い
た
。

以
上
が
嘉
永
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
の
鳥
取
藩
内
の
牛
種
痘
に
関
す
る
情
況
で
あ
る
。

問
題
の
浅
井
論
文
の
原
田
帯
霞
、
謙
堂
の
嘉
永
二
年
に
牛
種
痘
を
導
入
し
た
と
い
う
の
を
否
定
さ
れ
て
い
る
件
で
あ
る
が
、
浅
井
氏
に
よ
る
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可
を
得
て
い
た
原
田
兄
弟
が
最
初
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。
仮
に
浅
井
説
に
よ
る
と
、
二
人
が
箕
作
玩
甫
と
の
対
話
、
津
山
玄
博
と
の
経

緯
、
藩
家
老
と
の
繋
り
、
郷
里
山
根
村
で
の
種
痘
は
全
て
虚
構
と
な
り
、
後
世
の
付
会
さ
れ
た
も
の
と
す
る
に
は
甚
だ
不
合
理
で
あ
る
。
鳥
取

県
へ
提
出
す
る
公
文
書
に
「
因
伯
ニ
テ
ハ
此
術
ヲ
首
唱
ノ
際
」
云
為
と
あ
る
の
は
全
く
の
虚
言
と
な
る
。
こ
の
折
先
記
し
た
、
松
本
元
泰
、
田

中
春
桃
、
景
山
大
徹
、
今
井
兼
文
、
な
ど
は
安
政
五
、
六
年
頃
よ
り
藩
の
医
師
に
召
抱
え
ら
れ
、
多
く
は
種
痘
業
務
に
関
与
し
て
い
た
。
そ
の

中
で
敢
え
て
先
陣
を
名
乗
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

③
嘉
永
三
年
二
月
に
山
田
金
江
は
大
坂
除
痘
館
の
分
苗
を
得
て
、
因
幡
に
来
て
、
三
月
四
日
に
鳥
取
に
着
い
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ

う
。
恐
ら
く
松
本
元
泰
は
因
州
藩
大
坂
屋
敷
を
通
じ
て
連
絡
さ
れ
、
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
玄
泰
が
大
坂
の
藩
屋
敷
（
北

区
宗
是
町
）
の
近
く
で
開
業
し
（
北
区
堂
島
中
町
）
て
い
た
こ
と
と
、
大
勘
定
役
清
水
八
十
右
衛
門
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
で
、
そ
の
情
報
が
い

ち
早
く
岡
嶋
正
義
に
伝
わ
っ
た
と
象
て
よ
い
。
そ
の
た
め
松
本
元
泰
は
国
元
鳥
取
で
本
藩
の
許
可
を
、
そ
の
二
月
初
め
か
三
月
初
め
に
得
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
他
方
荒
尾
千
葉
之
助
は
藩
主
慶
栄
に
従
っ
て
帰
国
の
途
に
つ
い
た
の
は
五
月
三
日
で
あ
り
、
そ
の
帰
国
の
途
中
、
五
月
二
十

三
日
に
は
伏
見
で
藩
主
慶
栄
が
病
死
し
、
そ
の
枢
と
と
も
に
鳥
取
に
帰
っ
た
の
は
六
月
七
日
と
い
う
（
『
鳥
取
藩
史
』
）
。
藩
家
老
と
し
て
は
二
代

の
藩
主
の
急
死
と
い
う
こ
と
で
牛
種
痘
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
事
情
が
あ
る
。

④
『
因
伯
歴
年
大
雑
集
』
に
「
ヶ
様
之
事
〈
是
迫
聞
も
不
及
事
」
と
し
て
、
岡
嶋
正
義
は
山
田
、
松
本
の
種
痘
を
初
め
て
開
い
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
正
義
は
嘉
永
頃
は
既
に
隠
居
し
て
給
地
の
八
上
郡
門
尾
村
（
八
頭
郡
郡
家
町
）
に
住
ん
で
い
た
。

鳥
取
藩
に
は
「
自
分
手
政
治
」
と
い
っ
て
藩
家
老
職
（
着
座
家
）
の
給
地
で
あ
る
米
子
、
倉
吉
、
松
崎
、
八
橋
の
町
な
ど
に
あ
る
程
度
の
自
治

制
度
が
あ
っ
た
こ
と
、
東
西
分
知
家
と
先
の
着
座
家
九
家
に
は
そ
れ
ぞ
れ
家
臣
、
侍
医
が
い
て
、
本
藩
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
本

藩
側
か
ら
み
て
陪
臣
や
陪
臣
医
の
取
扱
い
は
軽
く
見
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
情
況
把
握
も
少
な
く
、
遅
か
っ
た
。
町
在
の
者
は
更
に
軽
く

取
扱
わ
れ
た
。
先
の
里
田
某
、
釜
ノ
ロ
村
の
者
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
藩
の
許
可
も
町
奉
行
や
在
方
の
郡
奉
行
に
達
す
る
の
は
、
藩
勘

定
役
よ
り
御
用
人
ま
た
は
目
付
役
に
通
ず
る
方
が
、
家
老
よ
り
御
用
人
に
通
ず
る
方
の
ど
ち
ら
が
早
い
か
は
そ
の
時
の
情
況
で
し
か
判
ら
な
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⑤
同
著
に
「
私
二
種
痘
始
し
輩
は
」
と
し
て
約
九
名
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
山
田
、
松
本
に
よ
る
種
痘
と
併
行
し
て

藩
に
許
可
な
く
（
岡
嶋
正
義
の
聞
く
範
囲
で
）
行
っ
て
い
る
者
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
そ
の
痘
苗
の
由
来
を
大
坂
除
痘
館
の
も
の
と
全

く
同
一
と
す
る
こ
と
も
難
し
い
。
ま
た
種
痘
を
容
易
に
な
し
得
る
關
方
医
が
か
な
り
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
「
気
多
郡
山
根
村

ノ
神
主
原
田
某
も
鳥
取
へ
出
来
り
、
此
者
伯
州
分
種
痘
御
免
許
被
御
願
候
得
共
御
取
上
な
し
」
と
し
て
、
浅
井
氏
は
こ
れ
で
も
っ
て
原
田
兄
弟

に
は
藩
の
許
可
が
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
「
伯
州
分
」
で
あ
っ
て
、
気
多
郡
山
根
村
は
因
幡
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
因
幡
山

根
村
近
辺
の
種
痘
は
既
に
済
ん
で
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
東
伯
倉
吉
地
区
、
西
伯
地
区
へ
の
種
痘
の
展
開
を
原
田
帯
霞
が
許

（
四
二
）

可
を
取
り
に
来
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
帯
霞
は
そ
れ
だ
け
の
資
金
な
り
、
種
痘
医
の
要
員
を
擁
し
て
い
た
。
家
老
荒
尾
千
葉
之
助
は
新
藩
主
慶

徳
の
家
督
相
続
の
た
め
、
嘉
永
三
年
十
一
月
か
ら
同
四
年
中
江
戸
藩
邸
に
居
た
。
そ
の
た
め
国
元
鳥
取
で
は
先
に
山
田
・
松
本
ら
に
伯
州
分
の

牛
種
痘
を
許
可
し
て
お
り
、
片
方
原
田
帯
霞
は
在
中
の
神
職
の
資
格
で
し
か
な
か
っ
た
。
当
然
藩
役
人
は
重
複
を
避
け
た
も
の
と
み
て
よ
い
。

⑥
同
じ
く
「
作
州
よ
り
携
へ
来
候
痘
苗
を
」
と
あ
り
、
そ
れ
を
先
ず
八
上
郡
散
岐
村
へ
留
り
、
村
民
の
子
に
接
種
し
て
い
る
。
こ
の
「
作

州
よ
り
」
が
事
実
と
す
れ
ば
、
浅
井
氏
の
い
う
よ
う
に
大
坂
よ
り
津
山
経
由
で
鳥
取
に
入
っ
た
と
は
必
ず
し
も
限
定
で
き
な
い
。
当
時
大
坂
か

ら
播
州
路
を
経
て
鳥
取
に
入
る
に
は
戸
倉
峠
か
ら
入
り
若
桜
を
通
る
路
と
、
姫
路
よ
り
作
州
に
入
り
志
戸
坂
峠
か
ら
智
頭
を
通
る
路
、
一
度
備

前
に
入
っ
て
作
州
津
山
を
経
て
物
見
峠
か
ら
智
頭
を
通
る
路
が
あ
る
。
ま
た
別
に
黒
尾
峠
か
ら
智
頭
に
入
る
道
が
あ
る
。
作
州
越
え
の
路
は
後

三
者
で
あ
り
、
作
州
か
ら
入
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
津
山
経
由
と
は
い
え
な
い
の
で
、
浅
井
氏
は
こ
の
点
誤
解
が
あ
る
。
勿
論
鳥
取
か

ら
の
上
方
往
来
は
志
戸
坂
峠
が
多
く
用
い
ら
れ
た
。
も
し
仮
に
「
作
州
よ
り
」
を
美
作
に
中
継
点
を
置
い
て
象
た
と
す
れ
ば
津
山
が
最
も
考
え

ら
れ
、
そ
の
場
合
浅
井
氏
の
説
の
経
路
と
な
り
、
津
山
で
の
分
苗
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
野
上
家
よ
り
牛
種
痘
法
の
啓
蒙
害
と
で
も
い

う
べ
き
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
嘉
永
三
年
二
月
に
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
時
期
と
し
て
は
一
致
し
、
ま
た
「
此
度
有
故
て
大
坂
緒
方
氏
よ
り
右
の
痘

苗
を
乞
求
め
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
田
・
松
本
が
津
山
に
立
ち
寄
っ
た
可
能
性
は
大
き
い
。
し
か
し
大
坂
除
痘
館
の
諸
国
分
苗
所

い
0
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に
は
、
そ
の
時
点
で
津
山
の
地
名
は
出
て
い
な
い
。

た
だ
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
「
嘉
永
三
年
戌
二
月
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
大
坂
除
痘
館
と
関
係
な
い
長
州
萩
藩
、
大
坂
除
痘

館
開
設
以
後
の
備
中
足
守
藩
の
種
痘
の
情
況
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
中
国
地
方
の
種
痘
の
情
報
が
そ
れ
以
前
に
流
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
そ
の
三
月
以
降
に
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
印
刷
し
た
と
し
て
も
、
住
民
多
数
に
種
痘
が
施
行
さ
れ
う
る
態
勢
に
あ
っ
た
か
、
時
期
的

に
尚
早
な
感
が
し
な
い
で
も
な
い
。
そ
こ
に
前
年
の
原
田
兄
弟
へ
の
痘
苗
分
与
後
の
種
痘
の
断
絶
、
痘
苗
確
保
に
努
力
し
た
形
跡
が
浮
び
上
っ

う
え
も
の
ぐ
あ
ん

て
く
る
。
そ
の
当
時
鳥
取
藩
内
で
も
痘
苗
が
中
絶
し
、
在
中
を
探
し
求
め
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
（
『
植
物
愚
案
』
）
。

⑦
先
の
原
田
欽
哉
、
謙
堂
が
津
山
に
行
き
、
痘
苗
を
得
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
嘉
永
三
年
二
月
以
前
か
、
或
は
そ
れ
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

以
前
と
す
れ
ば
原
田
兄
弟
の
説
が
真
実
性
が
あ
る
。
浅
井
氏
は
『
岡
島
に
よ
る
原
田
帯
霞
の
「
伯
州
分
種
痘
御
免
許
」
出
願
の
記
事
は
、
早
く

と
も
嘉
永
三
年
五
月
以
降
の
実
態
を
記
し
て
い
る
』
と
し
、
「
山
田
・
松
本
ら
の
そ
れ
に
先
行
さ
せ
る
の
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
」
と
し
て
、
原

田
兄
弟
の
種
痘
を
嘉
永
三
年
三
月
以
降
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
浅
井
氏
の
説
の
よ
う
に
岡
嶋
正
義
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
と
る
と
、
山
田
・
松

本
ら
が
そ
の
三
月
二
十
日
に
種
痘
し
、
更
に
「
私
二
種
痘
始
し
輩
」
も
い
る
な
か
で
、
原
田
兄
弟
は
わ
ざ
わ
ざ
津
山
ま
で
出
か
け
て
行
っ
た
こ

と
に
な
る
。
ま
た
師
の
箕
作
玩
甫
の
手
紙
を
持
っ
た
ま
ま
、
他
国
の
種
痘
の
情
況
を
耳
に
し
な
が
ら
数
カ
月
間
無
為
に
過
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
こ
そ
当
時
の
師
弟
関
係
か
ら
ゑ
て
も
、
良
識
あ
る
者
と
し
て
常
識
的
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
牛
種
痘
の
意
義
を
考
え
る
者
と
し
て
は

帰
郷
後
直
ち
に
津
山
に
行
く
か
、
そ
の
情
況
で
な
け
れ
ば
鳥
取
で
山
田
・
松
本
に
痘
苗
を
受
け
て
当
然
だ
と
思
わ
れ
る
。
も
し
仮
に
兄
弟
が
津

（
二
一
×
四
八
）

山
行
き
を
し
て
な
い
と
す
れ
ば
、
兄
弟
二
人
と
も
に
師
の
箕
作
玩
甫
を
ま
き
添
え
に
し
た
話
を
狸
造
し
て
喧
伝
し
た
こ
と
に
な
る
。
『
原
田
謙

堂
翁
伝
』
の
「
日
な
ら
ず
吾
が
津
山
藩
之
を
得
く
し
」
も
、
倉
吉
町
誌
の
「
一
旦
国
に
帰
り
直
に
次
兄
欽
哉
と
共
に
師
玩
甫
の
紹
介
に
よ
り
作

州
津
山
に
野
上
玄
伯
を
訪
ひ
」
も
全
く
の
虚
伝
に
な
る
。

（
五
三
）

ま
た
観
点
を
変
え
て
、
嘉
永
二
年
十
一
月
に
箕
作
玩
甫
は
大
坂
で
広
瀬
旭
荘
ら
と
緒
方
洪
庵
に
逢
っ
て
い
る
。
そ
の
頃
既
に
除
痘
館
は
開
設

さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
翌
年
正
月
よ
り
三
月
に
か
け
て
洪
庵
は
足
守
の
地
で
種
痘
を
行
っ
て
い
る
。
今
仮
に
原
田
謙
堂
兄
弟
が
嘉
永
三
年
以
降
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に
津
山
に
行
っ
た
と
す
る
と
、
師
の
玩
甫
の
意
図
に
反
し
た
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
を
後
年
、
謙
堂
自
ら
が
玩
甫
と
の
関
係
を
主
張
す
る
の
は
理

屈
の
合
わ
な
い
虚
言
を
弄
し
た
こ
と
に
な
る
。

箕
作
玩
甫
の
教
導
し
た
と
す
る
長
崎
か
ら
野
上
玄
博
へ
の
痘
苗
は
大
坂
除
痘
館
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
兄
弟
の
津
山
行
き
は
帯
霞
謙
堂
の

帰
国
直
後
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
野
上
玄
博
家
の
誰
か
が
長
崎
由
来
の
痘
苗
を
津
山
に
持
ち
帰
っ
た
と
す
る
と
、
可
能
性
の
高
い
の
は
玄
博
の

子
の
玄
瑞
、
玄
雄
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
玄
瑞
、
玄
雄
の
い
れ
か
ず
に
し
て
も
嘉
永
二
年
十
月
、
十
一
月
の
時
点
で
種
痘
を
行
っ

た
と
い
う
資
料
は
な
い
。
た
だ
そ
の
折
に
原
田
兄
弟
に
種
痘
術
を
教
え
、
種
痘
児
を
手
渡
し
な
が
ら
、
津
山
地
方
で
種
痘
が
行
わ
れ
な
か
っ
た

の
は
、
そ
の
接
種
が
自
分
の
所
で
失
敗
し
た
か
、
痘
苗
の
種
切
れ
に
よ
っ
て
中
断
し
た
と
も
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
大
坂
除
痘
館
に
痘
苗
を
求
め

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
先
の
「
此
度
有
故
て
、
大
坂
緒
方
氏
よ
り
」
の
文
言
に
繋
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
痘
苗
は
山
田
・
松
本
ら
に

よ
る
移
送
さ
れ
た
の
か
、
別
の
医
師
が
大
坂
に
出
向
い
た
か
も
明
ら
か
で
な
い
し
、
備
中
足
守
藩
経
由
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

（
八
）

⑧
大
坂
除
痘
館
の
他
所
分
苗
所
に
出
て
い
る
分
苗
所
と
し
て
鳥
取
周
辺
の
も
の
は
、
嘉
永
三
年
二
月
に
備
後
福
山
の
寺
地
強
平
、
伯
耆
の

山
田
金
江
、
出
雲
三
石
字
郡
（
三
刀
屋
郷
か
）
の
渡
辺
春
昌
、
嘉
永
三
年
四
月
に
伯
州
河
村
（
郡
）
の
大
谷
春
泰
、
同
年
六
月
に
隠
岐
の
堀
部
仙

国
、
長
田
節
斎
と
あ
り
、
安
政
七
年
二
月
に
作
州
津
山
の
野
上
玄
博
の
名
が
出
て
い
る
。
野
上
玄
博
は
嘉
永
五
年
十
一
月
に
死
去
し
て
お
り
、

そ
の
当
時
は
既
に
玄
瑞
が
跡
目
を
相
続
し
、
弟
玄
雄
も
分
家
し
て
医
家
と
し
て
独
立
し
て
い
た
。
野
上
玄
博
と
い
う
故
人
の
名
で
分
苗
所
が
記

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
に
分
苗
を
受
け
て
い
た
こ
と
で
、
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
嘉
永
三
年
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。
こ
の
三
年
二
月
に
は
津
山
は
記
録
に
な
い
し
、
そ
の
他
に
も
除
痘
館
の
記
録
に
出
て
い
な
い
分
苗
地
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
同
文
献
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
散
逸
し
た
も
の
、
記
載
洩
れ
や
誤
記
も
多
い
。
記
名
し
て
あ
る
も
の
は
証
拠
と
な
る
が
、
記
名
し

て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
否
定
は
で
き
な
い
。
今
井
兼
文
、
景
山
大
徹
ら
も
除
痘
館
直
接
、
或
い
は
種
痘
児
よ
り
痘
苗
を
得
て
鳥
取
に
来
て
い

る
か
も
知
れ
な
い
し
、
原
山
帯
霞
ら
も
そ
れ
以
降
に
痘
苗
切
れ
で
除
痘
館
に
依
頼
し
て
い
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。

⑨
『
因
伯
歴
年
大
雑
集
』
に
あ
る
「
私
に
種
痘
始
し
輩
」
と
し
て
九
名
の
名
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
岡
嶋
正
義
の
か
な
り
強
い
偏
見
性
が
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他
面
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
人
名
の
な
か
で
、
中
村
鼎
斎
、
松
田
春
宵
の
学
歴
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
他
は
い
ず
れ
も
多
少
な
り
と
も

蘭
方
な
り
、
西
洋
医
学
に
接
す
る
機
会
の
あ
っ
た
人
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
岡
嶋
正
義
が
藩
の
蘭
方
医
の
土
佐
香
橘
の
言
の
よ
う
に
、
こ

の
地
方
に
牛
種
痘
の
話
題
が
蘭
方
医
た
ち
に
伝
わ
り
、
關
方
の
素
養
の
あ
る
医
師
が
牛
種
痘
を
容
易
に
施
行
で
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑩
嘉
永
二
年
か
ら
三
年
に
至
る
種
痘
伝
播
に
は
、
大
坂
除
痘
館
の
果
し
た
役
割
は
大
き
く
、
こ
と
に
開
設
以
降
の
痘
苗
保
全
と
、
各
地
へ

の
痘
苗
供
給
に
は
偉
大
な
功
績
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
中
国
地
区
近
畿
地
区
の
種
痘
伝
播
を
一
元
的
に
、
一
極
集
中
的
に
大
坂
除
痘
館
に
そ

（
四
九
）

の
起
源
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
例
え
ば
石
州
高
角
に
お
け
る
米
原
恭
庵
は
、
嘉
永
二
年
九
月
萩
藩
内
の
須
佐
村
（
山
口
県
阿
武
郡
）
の

田
村
玄
洞
よ
り
牛
種
痘
を
取
得
し
て
接
種
し
て
い
る
。
長
州
藩
青
木
周
弼
も
、
そ
の
九
月
九
日
弟
研
蔵
を
長
崎
に
出
張
さ
せ
、
痘
苗
の
獲
得
と

技
術
の
修
得
を
し
て
い
て
、
十
月
五
日
よ
り
藩
内
に
種
痘
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
後
は
痘
苗
を
売
り
歩
く
者
が
い
た
り
、
蘭
方
医
に

（
五
○
）

よ
っ
て
藩
の
許
可
な
く
（
藩
許
可
制
に
し
た
た
め
）
牛
種
痘
を
す
る
者
が
い
た
。
ま
た
三
田
尻
の
梅
田
幽
斎
は
個
人
的
に
長
崎
よ
り
牛
痘
種
痘
法

（
五
一
）

を
習
得
し
て
帰
り
、
施
術
し
て
い
た
。
こ
の
長
州
藩
の
痘
苗
は
石
見
、
小
倉
藩
へ
も
分
譲
さ
れ
た
と
い
う
。
嘉
永
四
年
に
は
松
江
城
下
の
医
師

（
四
九
）

錦
織
春
象
が
長
崎
よ
り
牛
種
痘
を
修
得
し
て
帰
り
、
種
痘
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
嘉
永
二
、
三
年
頃
の
牛
種
痘
は
、
そ
の
地
方
に
よ

城
下
中
心
、

な
ら
な
い
。

み
ら
れ
る
。
重
複
す
る
が
太
田
養
気
は
倉
吉
荒
尾
家
医
師
で
あ
る
。
大
谷
周
庵
（
修
庵
）
は
本
藩
医
で
あ
る
が
、
家
督
を
継
い
で
間
も
な
い
時

期
で
あ
り
、
も
と
は
東
分
知
家
医
師
。
田
中
景
順
（
平
田
眠
翁
）
は
西
分
知
家
医
師
で
、
本
藩
医
師
の
田
中
久
亭
家
と
の
姻
戚
関
係
か
ら
田
中

姓
と
し
て
い
る
。
中
村
鼎
軒
（
鼎
斎
）
は
東
分
知
家
医
師
。
松
田
春
宵
は
米
子
荒
尾
家
医
師
。
正
垣
玄
岱
（
玄
台
）
は
本
藩
医
師
で
あ
る
が
家
督

相
続
前
の
医
師
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も
藩
と
関
係
の
あ
る
医
師
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
私
一
こ
と
す
る
意
識
が
、
本
藩
の
高
級
官
史
と
し

て
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
里
田
某
、
原
田
某
は
藩
と
関
係
な
い
医
師
で
あ
り
、
「
釜
ノ
ロ
ノ
者
」
は
太
田
静
馬
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
在
医
の
た

め
か
名
を
伏
せ
て
い
る
。
医
師
を
軽
視
す
る
風
潮
に
加
え
て
陪
臣
医
の
行
動
は
等
閑
に
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
岡
嶋
正
義
の
著
述
に
は
鳥
取

城
下
中
心
、
本
藩
中
心
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
時
代
の
情
勢
と
し
て
や
む
を
得
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
充
分
そ
れ
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
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っ
て
必
ず
し
も
藩
の
統
制
下
で
な
く
、
ま
た
大
坂
除
痘
館
由
来
で
な
い
長
崎
か
ら
の
痘
苗
で
種
痘
が
行
わ
れ
て
い
た
と
承
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
こ
と
が
モ
ー
ニ
ッ
ケ
の
痘
苗
を
安
政
五
年
の
ボ
ン
。
へ
の
痘
苗
移
入
ま
で
の
間
維
持
し
、
日
本
の
各
地
に
普
及
さ
せ
た
。

⑪
原
田
謙
堂
の
上
申
書
と
『
蚫
瘡
問
答
』
、
『
因
伯
歴
年
大
雑
表
』
の
資
料
価
値
に
つ
い
て
み
る
と
、
謙
堂
は
嘉
永
三
年
以
降
藩
の
種
痘
行

政
、
こ
と
に
安
政
元
年
に
始
ま
る
種
痘
回
村
に
指
導
的
人
物
と
な
り
、
明
治
以
降
も
種
痘
術
に
専
念
し
、
明
治
四
年
の
種
痘
局
よ
り
の
免
状
取

得
に
は
卒
先
し
て
、
門
弟
と
と
も
授
業
を
受
け
て
い
る
。
そ
し
て
自
己
の
経
験
よ
り
再
三
接
種
を
試
験
官
と
論
争
す
る
な
ど
、
実
証
的
な
人
柄

が
み
ら
れ
る
。
松
本
元
泰
も
藺
方
医
で
あ
り
、
実
験
的
手
法
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
著
作
は
多
分
に
自
己
宣
伝
色
の
強
い
我
田
引
水
的
な
圭
巨

（
五
二
）

き
方
が
多
い
。
安
政
五
年
に
藩
に
召
抱
え
ら
れ
た
時
に
提
出
し
た
著
聿
弓
に
も
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
頃
は
海
防
問
題
や
水
雷
、
地
雷
の
実
験
な
ど

（
四
四
）

を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
岡
嶋
正
義
の
記
述
は
博
学
多
才
な
知
識
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
一
面
に
鳥
取
中
心
的
で
あ
り
、
本
藩
主
体
の
論
説

で
、
必
ず
し
も
藩
内
全
般
に
及
ん
で
い
な
い
。
『
因
伯
歴
年
大
雑
集
』
は
嘉
杢
ハ
年
ま
で
の
覚
聿
巨
帳
で
あ
り
、
種
痘
に
関
し
て
は
別
に
嘉
永
四

年
七
月
に
著
し
た
『
植
物
愚
案
』
と
題
す
る
小
冊
誌
が
あ
り
、
給
地
門
尾
村
で
の
種
痘
の
様
子
を
書
き
と
め
て
い
る
。
安
政
五
年
七
十
五
歳
で

う
え
も
の
ぐ
あ
ん
・

没
し
て
い
る
の
で
、
当
時
藩
内
全
般
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

以
上
、
原
田
帯
霞
、
謙
堂
兄
弟
の
牛
種
痘
を
嘉
丞
一
年
と
す
る
従
来
の
説
を
解
説
し
た
が
、
一
般
的
に
歴
史
的
史
料
と
し
て
、
た
と
え
伝
承

的
資
料
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
否
定
し
う
る
確
証
が
出
る
ま
で
は
伝
承
と
し
て
で
も
置
く
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

な
お
除
痘
館
と
松
本
元
泰
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
浅
井
氏
は
「
元
泰
は
除
痘
館
の
実
能
だ
は
通
じ
て
い
な
い
こ
と
と
な
り
、
彼
が
直
接
除
痘

館
と
は
関
わ
り
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
嘉
永
三
年
三
月
頃
に
再
発
行
さ
れ
た
と
す
る
『
除
痘
館
種
痘
引
札
』

に
「
因
伯
両
国
・
山
田
金
江
・
松
本
元
泰
」
と
名
の
あ
る
の
は
、
元
泰
が
「
現
地
で
の
実
質
的
担
当
者
」
で
あ
り
、
「
改
め
て
山
田
か
ら
種
痘

術
の
伝
授
と
分
苗
と
を
受
け
る
か
た
ち
を
と
る
こ
と
で
名
を
連
ね
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
あ
る
。
し
か
し
広
瀬
旭
荘
の
日
記
『
日
間
玻
事
備

忘
』
に
は
、
天
保
九
年
三
月
過
ぎ
に
洪
庵
が
瓦
町
（
東
区
）
で
開
業
し
、
旭
荘
も
五
月
に
大
坂
西
横
堀
（
東
区
）
に
居
を
構
え
た
頃
岡
部
玄
民

宅
で
友
人
た
ち
と
酒
を
飲
ん
で
い
る
。
「
…
・
・
・
大
坂
医
人
丸
茂
敬
里
京
人
、
緒
方
洪
庵
備
後
人
、
松
村
元
恭
因
幡
人
、
前
後
来
会
、
薄
暮
辞
出
…
…
」
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（
五
三
）

と
あ
り
、
岡
部
玄
民
は
作
州
の
人
で
あ
り
古
河
藩
医
で
あ
る
。
こ
の
松
村
元
恭
は
松
本
元
泰
の
誤
記
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
元
泰
は
当
時
、
堂
島

中
二
丁
目
渡
辺
橋
西
に
開
業
し
て
い
た
（
弘
化
二
年
『
浪
華
医
家
名
鑑
」
）
の
で
、
玄
民
、
旭
荘
、
元
泰
、
洪
庵
と
も
ご
く
近
く
に
住
そ
面
識
も

あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
除
痘
館
開
設
当
時
、
元
泰
は
無
関
係
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
種
痘
事
業
に
知
識
は
あ
っ
た
と
ゑ
ら
れ

る
。
ま
た
こ
の
事
と
関
係
な
い
が
、
日
本
医
史
学
会
の
先
達
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
原
田
謙
太
郎
先
生
は
謙
堂
の
孫
に
あ
た
ら
れ
る
。

（
巴
長
崎
学
会
『
長
崎
洋
学
史
下
巻
』
一
一
三
九
～
三
三
ハ
頁
、
長
崎
文
献
社
、
長
崎
、
昭
和
四
十
八
年
。
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』
四
五
七
頁
。
嘉
丞
一
年

六
月
前
後
の
資
料
に
よ
る
検
討
は
、
添
川
正
夫
著
「
有
田
樹
林
の
論
文
『
日
本
種
痘
ノ
始
祖
』
の
紹
介
と
痘
苗
活
着
年
の
検
討
」
、
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』
二
八
巻
一
号
一
～
一
四
頁
、
昭
和
五
十
七
年
、
に
詳
し
い
。

（
吾
山
崎
佐
『
日
本
疫
史
及
防
疫
史
』
二
六
四
～
二
九
五
頁
、
克
誠
堂
、
東
京
、
昭
和
六
年
。
鍋
島
直
正
の
子
に
接
種
し
た
日
を
山
崎
氏
は
八
月
二
十
三

日
と
し
て
い
る
が
、
（
二
）
、
（
四
）
に
は
八
月
二
十
二
日
と
な
っ
て
い
る
。

（
一
〈
）
佐
賀
県
医
師
会
『
佐
賀
医
学
史
』
八
～
九
頁
、
佐
賀
、
昭
和
四
十
六
年
。

（
ち
中
野
操
「
日
本
医
事
大
年
表
』
一
八
四
頁
、
思
文
閻
、
京
都
、
昭
和
四
十
七
年
。

（
Ｃ
松
本
端
「
大
阪
市
種
痘
歴
史
」
『
刀
圭
新
報
』
一
巻
一
号
～
二
巻
十
二
号
、
明
治
四
十
二
年
～
同
四
十
三
年
。

兜
）
福
井
県
医
師
会
『
福
井
県
医
学
史
』
一
七
○
～
一
九
三
頁
、
棉
井
、
昭
和
四
十
三
年
。

（
一
ｅ
洪
庵
記
念
館
『
大
阪
の
除
痘
館
』
八
頁
、
大
阪
、
一
九
八
三
年
。

（
二
）
森
納
『
因
伯
の
医
師
た
ち
』
一
五
九
～
ニ
ハ
九
頁
、
三
九
九
～
四
○
七
頁
、
大
因
伯
、
鳥
取
、
昭
和
五
十
四
年
。

（
三
）
森
納
、
安
藤
文
雄
『
因
伯
杏
林
碑
誌
集
釈
』
一
二
三
～
一
四
一
二
頁
、
鳥
取
、
昭
和
五
十
八
年
。

（
三
）
鳥
取
県
『
鳥
取
県
郷
土
史
』
八
六
二
～
八
六
四
頁
、
鳥
取
、
昭
和
七
年
、
復
刻
、
昭
和
四
十
八
年
。

（
一
己
古
賀
十
二
郎
『
西
洋
Ｅ

（
一
己
同
前
書
、
四
四
九
頁
。

文
献

（
一
）
添
川
正
夫
「
日
本
痘
苗
史
序
説
』
一
九
頁
、
近
代
出
版
、
東
京
、
一
九
八
七
年
。

（
一
己
古
賀
十
二
郎
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』
四
四
四
～
四
四
五
頁
、
医
事
通
信
社
、
東
京
、
昭
和
四
十
七
年
。
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二 二 二

壱 己 巴

ヘ
ー
ヒ
）

／
一
一
、

（
一
八
）

つ

む

（
二
つ
）

（
二
二
）

（
二
一
）

（
二
三
）

私
立
鳥
取
県
教
育
会
「
原
田
謙
堂
翁
伝
」
『
鳥
取
県
偉
人
伝
』
所
収
、
二
～
五
頁
、
鳥
取
、
大
正
九
年
。

倉
吉
町
『
倉
吉
町
誌
』
五
六
九
～
五
七
○
頁
、
倉
吉
、
昭
和
三
十
一
年
。

浅
井
允
昌
「
山
田
金
江
・
松
本
元
泰
の
因
伯
種
痘
伝
播
に
つ
い
て
」
『
日
本
洋
学
史
の
研
究
Ｘ
』
一
五
五
頁
～
一
九
二
頁
創
元
社
、
大
阪
、
一
九

松
本
元
泰
（
一
七
九
○
～
一
八
八
三
）
は
会
見
郡
後
藤
村
（
鳥
取
城
下
の
説
も
あ
る
）
に
生
れ
、
京
都
に
出
て
医
術
漢
学
を
学
び
、
二
十
七
歳
頃
よ

り
諸
国
を
歴
遊
し
、
長
崎
で
医
術
を
学
ん
だ
。
数
年
後
大
坂
で
開
業
し
て
い
る
。
嘉
永
三
年
、
大
坂
の
除
痘
館
の
種
痘
医
山
田
金
江
と
伴
っ
て
帰
り

因
伯
で
種
痘
を
し
た
。
安
政
五
年
鳥
取
藩
に
召
抱
え
ら
れ
た
。

『
飽
瘡
問
答
、
附
種
痘
説
』
、
松
本
元
泰
の
著
。
巻
之
下
末
尾
に
「
嘉
永
三
年
庚
戌
孟
夏
松
本
元
泰
誌
於
米
城
之
客
舎
」
と
あ
る
が
成
立
は
、
序
文
に

あ
る
二
宮
元
勵
撰
は
冬
十
一
月
と
あ
り
、
中
巻
文
中
に
も
、
「
今
舂
一
一
月
因
伯
両
州
の
間
に
到
り
蒙
官
許
て
終
年
此
術
を
施
せ
し
」
と
あ
る
の
で
、

嘉
永
三
年
末
か
翌
年
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
。

岡
嶋
正
義
（
一
七
八
四
～
一
八
五
九
）
は
鳥
取
藩
主
佐
野
儀
左
術
門
の
子
で
岡
嶋
家
の
養
子
に
入
る
。
文
政
七
年
御
目
付
役
と
な
る
が
、
同
九
年
に

は
辞
職
し
て
隠
居
し
、
郷
土
史
、
史
書
を
書
い
た
。
著
に
『
因
府
年
表
』
『
化
政
厳
秘
録
』
『
烏
府
志
』
な
ど
、
か
あ
る
。

『
因
伯
歴
年
大
雑
集
』
、
岡
嶋
正
義
著
で
、
城
中
、
城
下
、
藩
内
の
歴
世
の
史
実
事
歴
な
ど
を
覚
聿
旨
し
た
も
の
で
、
慶
長
九
年
か
ら
嘉
永
六
年
に
至

る
。
十
五
冊
か
ら
な
る
。
鳥
取
県
立
博
物
館
蔵
。

「
牛
痘
再
種
御
告
諭
願
一
、
「
原
田
帯
霞
小
伝
及
鳥
取
県
種
痘
濫
腸
」
中
に
所
収
、
鳥
取
地
立
博
物
館
蔵
。
そ
の
全
文
は
拙
著
『
因
伯
杏
林
碑
誌
集
釈
』

Ｌ
－
Ｅ
Ｉ
ｏ

ゴ
ノ
／
一
ム
エ

一
四
○
頁
に
記
載
し
て
い
る
：

箕
作
院
甫
（
一
七
九
九
～
一
八
六
三
）
、
津
山
藩
医
、
江
戸
で
宇
旧
川
玄
真
に
学
び
、
江
一
戸
定
詰
で
あ
り
な
が
ら
開
業
し
、
医
塾
を
持
つ
。
嘉
永
二

年
九
月
十
一
日
に
は
藩
主
に
従
い
帰
国
を
命
ぜ
ら
れ
、
十
月
二
十
三
日
津
山
に
着
い
て
い
る
。
安
政
四
年
江
戸
で
、
伊
東
玄
朴
ら
と
種
痘
館
設
立
を

協
議
し
、
翌
年
種
痘
館
が
つ
く
ら
れ
る
（
『
箕
作
院
甫
の
研
究
』
）
よ
り
。

野
上
玄
博
、
名
は
政
敏
。
津
山
郷
土
博
物
館
に
野
上
家
資
料
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
文
政
三
年
六
月
に
家
督
を
継
ぎ
小
役
人
と
な
り
、
天
保
九
年
十
二

月
大
役
人
に
な
る
。
天
保
十
一
年
の
津
山
藩
分
限
帳
に
は
五
人
扶
持
大
役
人
、
産
科
、
野
上
玄
博
の
名
が
象
え
る
。
た
だ
そ
の
先
代
玄
養
の
欄
に

「
文
化
十
年
癸
酉
二
月
十
五
日
松
平
因
幡
守
殿
家
中
松
原
一
学
次
男
玄
達
義
当
酉
二
十
一
歳
此
者
養
子
」
と
あ
り
、
他
に
記
載
な
く
玄
博
に
跡
式
が

継
が
れ
て
い
る
の
で
、
玄
達
は
養
子
入
籍
後
玄
博
と
名
を
改
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
玄
博
は
嘉
水
五
年
十
一
月
十
九
日
（
寿
光
寺
過
去
帳
十
一
月

十
八
日
）
六
十
歳
で
死
去
し
て
い
る
。
松
平
因
幡
守
は
十
代
鳥
取
藩
主
池
田
斉
稜
の
こ
と
で
あ
る
。
鳥
取
藩
士
の
松
原
一
学
の
子
が
津
山
藩
士
の
野

は
辞
職
し
て
隠
居
し
、
郷
土
市

『
因
伯
歴
年
大
雑
集
』
、
岡
嶋
一

る
。
十
五
冊
か
ら
な
る
。
鳥
垂

「
牛
痘
再
種
御
告
諭
願
」
、
「
原

一
四
○
頁
に
記
載
し
て
い
る
。

箕
作
玩
甫
（
一
七
九
九
～
一
、

／ 『 ＝ 旬 、
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（
一
言
井
上
有
紀
男
「
原
田
謙
堂
」
『
鳥
取
県
百
傑
伝
』
、
鳥
取
、
昭
和
四
十
五
年
。

（
毛
）
松
本
端
「
大
阪
市
種
痘
歴
史
」
『
刀
圭
新
報
』
一
巻
三
号
～
二
巻
四
号
、
明
治
四
十
二
年
・
四
十
三
年
。

（
天
）
古
西
義
麿
「
大
坂
の
除
痘
館
を
め
ぐ
っ
て
」
『
日
本
洋
学
史
の
研
究
』
Ⅵ
、
二
○
五
～
二
二
五
頁
、
創
元
社
、
昭
和
五
十
七
年
。

（
元
）
藤
野
恒
三
郎
『
日
本
近
代
医
学
の
歩
翠
』
一
九
○
～
一
九
五
頁
、
講
談
社
、
東
京
、
昭
和
四
十
九
年
。

（
き
）
伴
忠
康
『
適
塾
を
め
ぐ
る
人
を
』
一
二
六
～
一
二
八
頁
、
一
四
一
図
、
創
元
社
、
大
阪
、
一
九
七
八
年
。

三
一
）
太
田
静
馬
、
文
政
八
年
、
八
上
郡
釜
口
の
医
家
太
田
要
伯
の
子
と
し
て
生
れ
る
。
早
く
か
ら
蘭
学
を
学
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
、
藩
か
ら
嘱
目
さ
れ
、

「
伊
勢
守
様
御
家
来
太
田
幸
助
甥
に
御
座
候
と
こ
ろ
、
安
政
元
寅
閏
七
月
十
五
日
、
兼
て
蘭
学
心
懸
候
に
付
、
御
含
象
有
之
、
毎
歳
銀
五
枚
遣
わ
さ

れ
る
旨
、
仰
せ
渡
さ
る
。
（
『
村
岡
範
為
馳
家
家
譜
』
）
と
あ
る
。
鳥
取
藩
東
分
知
家
家
臣
太
田
幸
助
甥
の
身
分
で
あ
っ
た
が
、
蘭
学
家
と
し
て
本
藩

か
ら
足
留
料
を
も
ら
い
、
安
政
五
年
に
正
式
に
藩
士
と
し
て
召
抱
え
ら
れ
て
い
る
。
安
政
二
年
藩
許
を
得
て
大
坂
の
緒
方
洪
庵
の
塾
に
入
り
、
更
に

安
政
三
年
江
戸
に
出
た
村
田
蔵
六
に
従
い
、
そ
の
鳩
居
堂
の
塾
頭
を
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
蘭
学
の
心
得
が
早
く
か
ら
あ
っ
た
こ
と
と
、
或
い
は

緒
方
洪
庵
と
の
関
連
が
嘉
永
三
年
以
前
に
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
明
治
二
年
没
。

（
二
）
土
佐
香
橘
（
一
七
九
六
’
一
八
五
三
）
、
鳥
取
藩
医
で
、
長
崎
修
行
の
蘭
方
医
。
一
二
五
○
石
を
受
け
、
藩
主
侍
医
と
も
な
る
。

（
三
）
田
中
春
桃
、
鳥
取
藩
士
田
中
権
次
郎
の
孫
で
、
父
元
仲
は
針
医
師
と
な
る
。
春
桃
も
針
医
を
継
い
だ
が
、
山
田
金
江
、
松
本
元
泰
に
牛
種
痘
を
学

び
、
藩
の
種
痘
回
村
に
活
躍
す
。
安
政
三
年
種
痘
の
功
で
、
御
目
見
医
師
と
な
る
。
生
没
年
不
詳
。
子
の
元
昇
は
原
田
帯
霞
門
人
で
あ
る
。

（
一
一
酉
岸
本
玄
宣
、
不
明
。
岸
本
元
遂
の
こ
と
か
。
元
遂
は
も
と
藩
医
岸
本
桃
寿
の
子
で
、
八
上
郡
天
神
原
（
河
原
町
）
で
開
業
し
て
い
た
。

（
三
）
荒
尾
千
葉
之
助
、
一
名
千
葉
彦
（
一
八
一
八
’
一
八
九
八
）
、
倉
吉
荒
尾
分
家
十
代
当
主
。
天
保
九
年
二
十
一
歳
で
家
老
と
な
り
、
幕
末
の
鳥
取
藩

政
を
担
っ
た
。
嘉
永
元
年
六
月
、
十
一
代
鳥
取
藩
主
慶
行
が
鳥
取
城
内
で
十
七
歳
の
若
さ
で
死
去
し
た
。
そ
の
跡
継
ぎ
問
題
で
幕
府
の
呼
出
し
を
受

け
江
戸
に
出
て
い
た
。

（
一
一
四
）

間
上
玄
養
同
資
料
に
一
文
化
二
年
十
二
月
、
家
業
出
精
に
付
き
二
人
口
を
下
賜
さ
れ
、
文
化
四
年
五
月
大
役
人
格
、
産
科
五
人
口
で
召
抱
え
ら
れ

て
い
る
。
文
政
三
年
五
月
死
去
と
な
っ
て
い
る
。
『
備
作
医
人
伝
』
に
は
別
に
野
上
玄
養
と
し
て
、
津
山
の
人
で
、
文
化
文
政
の
頃
の
人
で
宇
田
川

玄
真
の
門
人
、
歌
人
と
し
て
和
歌
を
載
せ
て
い
る
。
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。
玄
真
と
玄
養
は
略
同
一
年
代
で
あ
り
、
遅
れ
て
院
甫
と
玄
博
も
同
一

年
代
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

上
家
に
入
っ
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
義
父
野
上
玄
養
が
宇
田
川
玄
真
に
学
ん
だ
と
す
れ
ば
、
松
原
玄
達
も
恐
ら
く
そ
の
門
に
就
き
、
養
子
縁
組

も
そ
こ
か
ら
成
立
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

野
上
玄
養
、
同
資
料
に
「
文
化
二
年
十
二
月
、
家
業
出
精
に
付
き
二
人
口
を
下
賜
さ
れ
、
文
化
四
年
五
月
大
役
人
格
、
産
科
五
人
口
で
召
抱
え
ら
れ

て
い
る
。
文
政
三
年
五
月
死
去
と
な
っ
て
い
る
。
『
備
作
医
人
伝
』
に
は
別
に
野
上
玄
養
と
し
て
、
津
山
の
人
で
、
文
化
文
政
の
頃
の
人
で
宇
田
川

玄
真
の
門
人
、
歌
人
と
し
て
和
歌
を
載
せ
て
い
る
。
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。
玄
真
と
玄
養
は
略
同
一
年
代
で
あ
り
、
遅
れ
て
院
甫
と
玄
博
も
同
一
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（
壹
）
太
田
養
気
、

名
が
あ
る
。

（
こ
く
）
大
谷
周
庵
、

ぶ
。
明
治
四
年
没
。

（
一
一
一
七
）
田
中
景
順
、
平
田
景
順
（
眠
翁
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
父
は
藩
家
老
津
田
家
の
家
臣
、
小
林
利
延
で
、
西
分
知
家
医
師
の
平
田
金
牙
の
養
子
に
入

る
。
京
都
で
本
草
学
と
洋
医
医
学
を
学
ん
だ
。
田
中
家
は
本
藩
医
家
で
あ
る
が
、
田
中
久
亭
は
長
崎
流
外
科
の
佐
藤
家
に
学
ん
で
お
り
、
久
亭
と
景

順
は
縁
戚
関
係
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
景
順
の
子
の
順
全
が
そ
の
頃
、
田
中
家
に
養
子
入
り
し
て
い
る
の
で
、
本
藩
側
か
ら
田
中
姓
と
象
た
の
で

あ
ろ
う
。
景
順
は
の
ち
本
藩
に
入
り
、
平
田
眠
翁
と
し
て
本
草
学
で
名
が
あ
る
。

（
一
ろ
正
垣
玄
岱
、
正
堵
泰
庵
の
子
。
父
泰
庵
は
二
方
郡
浜
坂
村
西
谷
家
よ
り
養
子
に
入
る
。
弘
化
一
二
年
土
一
月
に
蕪
医
と
し
て
御
巾
小
姓
医
に
召
抱
え
ら

れ
て
い
る
。
年
齢
的
に
そ
の
次
男
玄
台
が
相
応
す
る
。
玄
台
は
京
都
小
石
元
瑞
下
生
で
あ
る
。

（
三
九
）

（
四
つ
）

（
四
一
）

（
四
一
一
）

（
四
一
二
）

（
四
四
）

（
四
五
）

中
村
鼎
斎
、
東
分
知
家
医
師

松
田
春
宵
、
着
座
家
米
子
荒
尾
氏
の
医
師
で
、
医
家
五
代
目
で
あ
る
。

里
田
某
、
里
田
波
江
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
会
見
郡
境
村
の
出
身
で
、
文
化
十
五
年
華
岡
青
洲
の
門
に
学
ぶ
。

原
田
某
、
原
田
兄
弟
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
兄
帯
霞
は
文
化
四
年
、
気
多
郡
山
根
村
の
神
職
、
原
田
則
長
の
長
子
と
し
て
生
れ
、
神
職
と
家
業
の
眼

科
治
療
を
行
っ
て
い
た
。
家
伝
に
吉
益
北
州
、
高
階
清
助
、
小
森
桃
喝
藤
林
泰
助
、
華
岡
随
軒
ら
に
学
ん
だ
と
あ
り
、
原
田
家
に
は
当
時
の
圭
国
籍

が
残
さ
れ
て
い
る
。
江
一
Ｐ
に
は
弘
化
三
年
、
嘉
永
元
年
に
出
て
お
り
、
嘉
氷
元
年
に
は
箕
作
院
甫
に
学
ん
だ
。
種
痘
に
努
力
し
、
安
政
六
年
に
は
藩

に
召
抱
え
ら
れ
て
い
る
。
歌
人
に
し
て
聿
巨
家
。
藩
史
編
纂
に
加
わ
る
。
明
治
四
年
没
。
末
弟
諏
堂
と
の
間
に
欽
穐
堂
一
示
お
り
、
そ
の
四
兄
弟
の

子
に
八
男
子
が
い
て
全
て
種
痘
医
と
な
っ
て
活
躍
し
た
。
原
Ⅲ
謙
堂
は
則
長
の
四
男
、
文
化
十
一
年
に
山
根
村
に
生
れ
、
医
術
を
父
、
兄
に
学
び
、

久
米
郡
下
田
中
村
（
倉
吉
市
上
灘
）
で
開
業
し
た
。
荒
尾
千
葉
之
助
に
召
抱
え
ら
れ
、
士
分
に
列
せ
ら
れ
た
。
嘉
永
元
年
江
戸
で
笠
作
阪
甫
に
学
ん

だ
。
嘉
永
二
年
以
降
種
痘
術
を
専
ら
と
し
努
力
し
た
。
文
久
元
年
そ
の
功
｝
Ｌ
よ
り
藩
に
召
抱
え
ら
れ
、
種
痘
医
と
し
て
明
治
以
降
も
活
躍
す
る
。
明

近
藤
隼
太
、
不
詳
。

米
子
市
『
米
子
市
史
』
一
○
四
六
～
一
○
四
七
頁
、
米
子
、
昭
和
十
七
年
、
同
四
十
八
年
復
刻
。

今
井
兼
文
、
芳
斎
と
も
い
う
。
文
政
十
一
年
に
岡
山
藩
医
難
波
玄
民
の
子
と
し
て
生
れ
、
伸
方
の
美
作
神
代
村
に
育
つ
。
帆
足
万
里
に
学
び
、
長
崎

だ
。
嘉
永
二
年
剛

治
二
十
六
年
没
。

倉
吉
の
人
、
倉
吉
荒
尾
家
の
医
師
で
、
鳥
取
に
住
み
、
天
睡
Ⅲ
後
涯
活
躍
し
寺
に
。
先
州
に
京
都
伊
良
子
家
に
三
！
〈
も
就
学
し
て
い
た
氏

鳥
取
藩
医
大
谷
円
庵
（
も
と
東
分
知
家
医
師
）
の
子
、
修
庵
で
、
家
業
は
産
科
で
あ
る
が
、
天
保
十
一
年
京
都
の
小
石
元
瑞
の
門
に
学

東
分
知
家
医
師
。

（59）531



（
五
三
）

（
四
九
）

（
五
つ
）

（
五
一
）

（
五
二
）

（
里
）
藤
田
謙
造
『
温
知
堂
雑
著
』
六
五
～
六
六
頁
、
明
治
二
十
四
年
。
原
田
謙
堂
表
と
あ
り
、
そ
の
解
説
は
拙
著
『
因
伯
杏
林
碑
誌
集
樺
』
に
記
載
し

た
。
藤
田
謙
造
は
橋
田
邦
彦
の
父
。

（
貝
）
原
田
帯
霞
顕
彰
碑
（
気
高
郡
青
谷
町
山
根
）
。

「
原
田
永
寛
翁
は
文
化
四
年
こ
の
地
に
生
る
帯
霞
と
称
し
墨
園
と
号
す
父
は
則
長
母
は
諫
女
代
々
利
川
神
社
神
官
た
り
医
を
業
と
し
眼
科
を
以
て
間

ゆ
歌
を
好
朶
害
に
通
ず
弘
化
三
年
及
び
嘉
永
元
年
江
戸
に
出
ず
弟
謙
堂
と
共
に
箕
作
院
甫
に
つ
き
和
蘭
医
学
を
学
ぶ
そ
の
勧
奨
に
よ
り
津
山
藩
野
上

玄
伯
を
訪
ね
種
痘
を
研
究
す
郷
里
に
て
痘
苗
を
養
い
一
族
門
下
に
接
種
の
法
を
伝
習
す
こ
れ
よ
り
種
痘
は
四
方
に
伝
播
し
安
政
元
年
よ
り
九
年
間
に

因
伯
を
初
め
西
但
北
作
西
備
東
雲
隠
岐
に
及
ぶ
晩
年
藩
医
と
な
り
鳥
取
本
街
四
丁
目
に
住
む
医
書
を
著
し
子
弟
を
養
う
明
治
四
年
十
一
月
十
六
日

で
西
洋
医
学
を
修
行
し
、
一
日
一
岡
山
に
帰
る
。
牛
種
痘
法
を
大
坂
で
修
得
し
、
鳥
取
藩
内
に
来
て
種
痘
を
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
嘉
、
氷
六
年
頃
に

は
米
子
に
住
象
医
業
を
し
て
お
り
、
安
政
四
年
米
子
の
荒
尾
氏
に
仕
え
、
慶
応
二
年
本
藩
の
足
留
料
を
受
け
、
明
治
元
年
米
子
組
儒
医
と
し
て
召
抱

え
ら
れ
た
。
廃
藩
後
医
業
の
傍
ら
本
屋
を
開
業
し
、
今
日
の
今
井
書
店
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
。
明
治
三
十
四
年
に
没
し
て
い
る
。

（
異
）
景
山
大
徹
（
一
八
一
四
～
一
八
八
二
）
、
大
輔
、
大
助
と
も
い
い
、
鳥
取
の
医
家
景
山
家
に
生
れ
、
天
保
年
中
伯
耆
国
八
橋
郡
で
開
業
し
て
い
た
。

牛
種
痘
法
を
知
り
、
大
坂
に
出
て
知
人
と
な
っ
た
今
井
兼
文
よ
り
種
痘
法
を
学
び
、
ま
た
除
痘
館
で
種
痘
術
を
修
得
し
た
と
も
い
わ
れ
、
鳥
取
地
方

で
種
痘
を
行
っ
た
。
安
政
元
年
に
は
原
田
帯
霞
ら
と
種
痘
回
村
を
し
、
安
政
五
年
に
藩
に
召
抱
え
ら
れ
て
い
る
。
翌
六
年
に
は
藩
主
慶
徳
の
長
男
に

種
痘
を
行
っ
た
。
墓
碑
に
美
作
国
某
に
種
痘
を
学
ん
だ
と
あ
る
が
、
他
の
記
録
に
な
く
、
恐
ら
く
痘
苗
の
取
得
に
津
山
に
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

米
田
正
治
「
米
原
恭
庵
」
『
島
根
県
医
学
史
覚
書
』
八
八
～
九
四
頁
、
松
江
、
昭
和
五
十
一
年
。

青
木
周
弼
先
生
顕
彰
会
『
青
木
周
弼
』
一
八
一
～
二
○
二
頁
、
東
京
、
昭
和
十
六
年
。

田
中
助
一
『
防
長
医
学
史
』
上
巻
一
三
四
～
一
五
○
頁
、
萩
、
蝿
迦
洋
六
年
。

『
松
本
静
雄
家
家
譜
』
鳥
取
県
立
博
物
館
蔵
。
献
上
本
と
し
て
「
灸
万
全
二
冊
、
衛
生
覧
要
六
冊
庖
瘡
問
答
附
種
痘
説
三
冊
昇
平
三
防
録
、
海

防
略
台
図
説
、
海
防
費
用
仕
法
一
冊
、
水
地
二
炮
弁
」
を
挙
げ
て
い
る
。

梅
渓
昇
『
緒
方
洪
庵
と
適
塾
生
』
ｌ
「
日
間
頃
事
伽
忘
」
に
承
え
る
ｌ
、
一
○
四
～
一
○
六
頁
、
思
文
閣
、
京
都
、
昭
和
五
十
九
年
。

没
す
行
年
六
十
五
才
」
。

プ
（
》
０

昭
和
五
十
九
年
。

（
鳥
取
県
国
府
町
・
森
医
院
）
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ThefirstvaccinationbycowpoxinlnabaandHoki

byOsamuMORI

ThefirstvaccinationinlnabaandHokiwascarriedoutbytheHaradabrOthers,Taikaand
● e

Kendo,inaboutOctoberofl849("Kaei2").Theydevisedandcarriedoutthevaccinationusing
｡

CowpoxinlnabaVilliage.

InMarchofl850("Kaei3'')GentaiMatsumoandKinkoYamadacarriedoutavaccination
usingOsakaJotokanCowpox.

Prof・NobuakiAsaihasassumedthattheVaccinationbyMatsumotoandYamadawasthe

firstdoneinthiscountry.However，IbelievethattheHaradabrothershadperformedavaccina-
●

tioninlnabaandHokipriortothistime.

（
【
の
）

ｍ
め
い


